
恒
例
の
 
「五
所
川
原
夏
ま
つ

り
」
は
、
初
日
三
日
の
勇
壮
な

太
鼓
ま
つ
り
で
フ
タ
あ
け
し
、
 

火
ま
つ
り
、
花
火
大
会
、
虫
お

く
り
、
ね
ぷ
た
運
行
と
、
連
日
 

の
猛
暑
を
ふ
き
飛
ば
す
ま
つ
り

景
気
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

二
日
目
の
 
「虫
お
く
り
・
火

ま
つ
り
」
で
は
、
血
気
盛
ん
な

若
者
た
ち
が
柳
の
荒
馬
を
引
い
 

て
目
抜
き
通
り
を
突
進
、
火
ま

つ
り
の
火
を
囲
ん
で
五
穀
豊
じ

ょ
う
、
家
内
安
全
の
祈
願
を
し

ま
し
た
。
 

三
日
目
、
本
番
の
“
虫
お
く

り
ー
に
は
、
あ
す
な
ろ
大
太
鼓

を
先
頭
に
虫
と
踊
り
に
趣
向
を

こ
ら
し
た
十
一
組
が
参
加
、
 一

方
、
三
日
目
・
五
日
の
夜
か
ら
 

登
場
し
た
ね
ぷ
た
運
行
に
は
、
 

虫
と
ね
ぷ
た
を
合
体
さ
せ
た
と

い
う
新
企
画
の
ね
ぶ
た
も
加
え

十
八
組
が
参
加
し
、
三
日
間
に

わ
た
る
合
同
運
行
に
お
し
か
け

た
観
衆
で
沿
道
が
う
ま
り
、
北

国
の
短
か
い
夏
本
番
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
 

猛
暑
も
な
ん
の
そ
の
 

夏
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う
 

O 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 	1部 9円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 部
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ょづ 
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女 	27.108 

市 の 人 口 

52,434人 
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夏

ま
つ
り
、

カ

メ
ラ
ル

ポ
 

心
 

町のよごれは 心のよごれ 

鷲
誌

り
標
語
と
作文
決
ま
る
 

市
清
掃
公
害
課
で
は
、
小

一

中
学
生
を
対
象
に
 
「き
れ
い
な

ま
ち
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
標
語
と
作
文
」
 
の
作
品
を募

集
し
て
い
ま
し
た
が
、
審
査
の

結
果
次
の
作
品
が
入
選
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
き
れ
い
な
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
の
意
識
を

子
供
の
頃
か
ら
は
ぐ
く
も
う

と
、
さ
る
五
月
中
旬
、
小

・

中
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
衛

生
処
理
施
設
の
見
学
会
を
も

と
に
募
集
し
て
い
た
も
の
で

す
。
 

入
選
作
品
の
表
彰
は
、
夏

休
み
明
け
後
に
行
う
予
定
で

す
。
 ◇

標
語
の
部
◇
 

ロ
小
学
校
 

◇
最
優
秀
賞
 
「
き
れ
い

な
町
に
よ
い
子
が
育

つ
」
其

田
恵

（
毘
沙門
小
六
年
）
 

◇
優
秀
賞
 
「
住
む
人
の

心
を
あ
ら
わ
す
す
ん
だ
川
」
 

前
田
昌
子
（
梅
泉
小
五
年
）
 

「な
ぜ
す
て
る
そ
れ
が
自
然

を
こ
わ
す
も
と
」
阿
部
恭
久
 

（
中
央
小
五
年）
、
 「ゴ
ミ

の
な
い
街
ぼ
く
ら
の
誇
り
」
 

宮
下
義
史
（
同
六
年
）
、
 「
き

れ
い
な
町
は
み
ん
な
の
願
い
」
 

山
内
満
博
（
栄
小
五
年
）
、
 「
 

ぼ
く
ー
つ
わ
た
し
二
つ
ひ
ろ
っ

て
き
れ
い
な
私
の
町
内
」
松
山
 
 

由
美
（
松
野
木
小
六
年
）
 

ロ
中
学
校
 

◇
最
優
秀
賞
 
「
町
の
よ
ご

れ
は
心
の
よ
ご
れ
」
工
藤
修
f
 

（
五一
二中
一
一年
）
 

◇
優
秀
賞
 
「
心
が
け
一

つ
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
 

永
沢
由
美
子
（
五

一
中
一
年
）
 

「
こ
の
自
然
次
の
代
ま
で
美

し
く
」
中
川
賀
雄

（
五
二中
 

】
年
）
、
 
「協
力
が

つ
く
る

き
れ
い
な
町
づ
く
り
」
長
尾

さ
ゆ
み
（
同
二
年
）
、
 
「き

れ
い
に
し
よ
う
自
分
の
心
と

わ
が
街
を
」
中
川
さ
と
み
（
 

同
三
年
）
、
 「
こ
ん
な
小
さ

な
ゴ
ミ
な
ん
て
、
そ
ん
な
気

持
が
ゴ
ミ
の
山
」
田
村
ゆ
か

り

（
中
川中
一
年
）
 

◇
作
文
の
部
◇
 

ロ
小
学
校
 

◇
最
優
秀
賞
 
「
し
ょ
り

し
せ
つ
見
学
」
 
（リ
レ
ー
作

文
）
岩
測
美
香
、
木
津
谷
和

子
、
櫛
引
亜
紀
（
栄
小
四
年
）
 

◇
優
秀
賞
 
「
衛
生
セ
、
ノ

タ
ー
を
見
学
し
て
」
高
橋
ひ

と
み
（
沖
飯
詰
小
四
年
）
、
 

「科
学
の
力
は
す
ば
ら
し
い
」
 

開
米
健
司

（
鶴
ケ岡
小
四
年
）
 

「ご
み
し
ょ
り
場
を
見
学
し
て
」
 

古
川
貴
子

（
東
小四
年
）
、
 「
 

し
せ
つ
見
学
」
木
村
琢
哉
（
栄

小
三
年
）
、
「住
み
よ
い
市
に

す
る
た
め
に
」
秋
田
信
子
（
七
 

、
 



③ （第3 種郵便物認可） 昭和53年（1978年） 8 月15日（429号） 広報ごしょがわら 

カ

メ
ラ
ル

ポ
、
夏

ま
つ

り
 

墓地の購入者を募集 
お盆です、先祖を大切に 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の購入者 

を募集しています。 

ロ受付 0月曜日～金曜日 午前8時30分から午後4 

時まで 

〇土曜日 午前8時30分から午前11時30分まで 

ロ募集区画 270区画 

ロ墓地面積 1区画5ば 

ロ永代使用料 110,000円 

口管理料 3,000円（年間） 

※申込みと同時に永代使用料と管理料を納付していた 

だきます。 

※詳しくは、市都市計画課（B⑤2111番・内線 233番 

234番）へお問い合わせ下さい。 

ッ
館
小
四
年
）
 

ロ
中
学
校
 

◇
最
優
秀
賞
 
「
僕
達
の
課

題
」
三
上
行
彦

（
五
二中
三
年
）
 

◇
優
秀
賞
 
「
ご
み
処
理
の

現
状
と
節
約
」
葛
西
要
一
 
（
五

二
中
三
年
）
、
 「施
設
見
学
」
 

高
橋
宜
子

（
中川
中
一
年
）
、
 

「住
み
よ
い
環
境
」
前
田
栄
子
 

（
五
三中
二
年
）
、
 「き
れ
い

な
町
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
」
 

阿
部
圭
子
（
五
二
中
一
年
）
、
 

「町
を
き
れ
い
に
し
ょ
う
」
今

雅
子
（
五
三
中
三
年
）
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ク
大
人
は

模
範
を
示
し

て
）
 

い
壇
子

一
日
交
通
指
導
隊

員
に
 

“大
人
は
、
も
っ
と
交
通
ル
 

ー
ル
を
守
っ
て
下
さ
い
一
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
て
い
る
七
月
二
十
八
日
、
小
 

・

中
学
生
が

一
日
交
通
指
導
隊

員
と
な
っ
て
市
内
の
交
通
事
情

を
み
て
ま
わ
り
、
街
頭
指
導
も

行
い
ま
し
た
。
 

一
日
少
年
交
通
指
導
隊
員
と

な
っ
た
の
は
、
五

一
中
三
年
生

の
盛
ゆ
か
り
さ
ん
を
は
じ
め
、
 

五
小
、
南
小
、
中
央
小
の
四
校
、
 

あ
わ
せ
て
十
二
人
で
す
。
 

警
察
署
で
黒
石
健
作
署
長
か

ら
一
日
交
通
指
導
隊
員
の
辞
令

を
手
渡
さ
れ
た
一
行
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
分
乗
し
、
市
内
を
巡
回
視
察

し
た
後
、
丸
大
薬
店
角
の
ス
ク

ラ
ン
プ
ル
交
差
点
で
、
交
通
取
 
 

生
が
 
ー
ー

フ
ー
、ユ
 

締
官
ゃ
み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
と

一
緒
に
街
頭
指
導
も
行
い
ま
し

た
。
 

市
内
巡
視
と
街
頭
指
導
を
終

え
た
】
行
は
、
さ
っ
そ
く
座
談

会
を
開
き
、
 

「違
反
駐
車
が
多
く
、
そ
れ

も
、
警
察
官
の
姿
を
み
る
と
動
 

き
、
警
察
官
が

い
な
け
れ
ば
動

か
な
い
悪
質
な

も
の
が
多
い
」
 

「路
上
へ
の
飛

び
出
し
は
、
子

供
よ
り
大
人
の

方
に
多
い
。
道

路
を
横
断
す
る

と
き
は
、
横
断

歩
道
を
渡
っ
て
 

ほ
し
い
」
、
 
「
 
 

ス
ク
ラ
ン
プ
ル
交
差
点
で
の
信

号
無
視
が
目
立
っ
て
い
る
。
と

く
に
自
転
車
乗
り
、
女
の
人
に

多
い
」
、
 
「歩
行
者
用
・
自
動

車
用
信
号
を
混
同
し
て
い
る
人

が
か
な
り
あ
る
。
歩
行
者
用
信

号
が
点
滅
し
て
も
急
が
ず
、
自

動
車
用
信
号
を
み
て
渡
る
人
も
 

あ
る
」
、
 
「
一
時
停
止
線
を
越

え
て
停
止
す
る
車
も
か
な
り
あ

る
」
等
、
大
人
の
交
通
ル
ー
ル

無
視
に
対
す
る
子
供
た
ち
の
素

直
な
意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
 

へ
岩
木
の
嵐
が
 

歌
 

吹
く
な
ら
吹
け
よ
 

ま
ミ
 
山
か

ら
山
へ
と
 

ニ」
一
 

我
ら
は
走
る
 

」
 

昨
日
は
発
珠
嶺

キ
 

今
日
ま
た
阿
闇
羅

ス
 
け
む

り
立
て
つ
つ
 

お
お
シ
ー
ハ
イ
ル

ス
キ
ー
賛
歌
 

と
し
て
、
全
国
 
ク

の
ス
キ
ー
愛
好
 

者
に
知
ら
れ
る
 

フ
ン
ー
ハ
イ
ル
」
 

の
記
念
碑
が
市
内
神
山

・
津
軽

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
に
建
立
さ

れ
、
去
る
七
月
二
十
二
日
午
後

一
時
か
ら
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

式
に
は
、
作
詞
者
の
林
柾
次

郎
さ
ん
（
七
九
）
廿
青
森
市
在

住
廿
が
入
院
中
の
た
め
、
長
男

の
和
郎
さ
ん

（
五
七
）
、
長
女
 
 

の
村
山
百
合
子
さ
ん

（
五
六
）
、
 

孫
の
林
牧
子
さ
ん

（
二
五
）
、
 

道
子
さ
ん
（
一
「
一）
の
肉
親
を

は
じ
め
、
寺
田
秋
夫
市
長
、
増

田
桓
ー
シ
ー
ハ
イ
ル
記
念
碑
建

設
協
議
会
長
、
佐
瓦
木
栄
造
五

農
同
窓
会
長
、
ス
キ
ー
協
会
関

係
者
等
多
数
が
参
列
、
神
事
が
 

執
り
行
わ
れ
る
な
か
で
孫
の
牧

子
さ
ん
と
道
子
さ
ん
の
二
人
の

手
で
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
 

ス
キ
ー
賛
歌
 
フン

ー
ハ
イ
ル
」
 

は
、
昭
和
三
年
一
月
十
四
日
第

一
回
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ス
キ
 

ー
選
手
権
大
会
に
秩
父
宮
殿
下

が
ご
来
鰐
な
さ
れ
た
が
、
そ
の

二
日
前
、
当
時
東
奥
日
報
の
記
 
 

者
で
あ
る
と
共
に
、
五
農
ス
キ
 

ー
部
の
監
督
と
し
て
合
宿
を
し

て
い
た
林
さ
ん
が
、
ス
キ
ー
部

員
を
激
励
す
る
た
め
、
そ
の
晩

の
う
ち
に
一
番
か
ら
三
番
ま
で

か
き
あ
げ
た
五
農
ス
キ
ー
部
応

援
歌
で
、
選
手
た
ち
に
大
好
評

を
博
し
、
他
校
の
選
手
た
ち
も
 

歌
い
や
が
て
県

内
外
に
広
ま
っ

た
と
い
う
。
 

戦
後
、
ス
キ
 

ー
賛
歌
と
し
て
 

ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
な
ど
に
よ
っ

て
歌
わ
れ
、
冬
山
の
歌
と
し
て

全
国
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
林
さ
ん
が
作
詞
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
県
内
で
も

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
と
、
 

、
ンー
ハ
イ
ル
の
舞
台
を
は
っ
き

り
さ
せ
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と

五
農
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
や
、
 

ス
キ
ー
愛
好
者
た
ち
が
記
念
碑

の
建
立
を
計
画
、
こ
の
日
の
除

幕
式
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

建
立
さ
れ
た
場
所
は
、
歌
詞

に
で
て
く
る
発
珠
山
系
の
津
軽

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
の
ス
キ
ー
 

場
で
、
碑
の
高
さ
二
、
三
五
H
 

・

巾
一
、
八
U

・
台
座
に
八
甲

田
山
系
の
安
山
岩
、
碑
石
に
は

ア
フ
リ
カ
産
の
黒
花
こ
う
岩
を

使
用
し
、
碑
文
は
林
さ
ん
の
直

筆
で
シ
ー
ハ
イ
ル
の
一
番
の
歌

詞
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

ー
 

、
ソー

 
ハ
イ
ル
ク
の
碑
完
成
 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
除
幕
式
 



声
の
で
る
h
I
I、箱
の
“愛
称
）
を募
集
し
ま
す
 

こ
の
ほ
ど
五
所
川
原
ロ

ー
タ

リ
ー
ク
ラ
プ
で
は
、
「わ
が
ま
ち

を
い
つ
も
き
れ
い
に
、

住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
」
と
、声

の
で
る
ゴ
ミ
箱
を
製
作
し

ま
し

た
。
 

声
の
で
る
ゴ
ミ
箱
は
九
月
中

に
駅
前
に
設
置
さ
れ

る
予
定
で

す
が
、
八
月
二
十
一
日
に

市
庁

舎
前
お
祭
り
広
場
に
お

目
見
え

し
、
市
内
の
小
・
中
学
校
生
か

ら
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
か

ら
広
く
親
し
ま
れ

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
ひ

と

つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
印
象
強

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

ロ
応
募
期
間
 
八

月
二
十
一

日
か
ら
八
月
三
十
日

ま
で
 

ロ
応
募
先
 
市
清
掃
公
害
課

応
募
用
紙
は
、
清
掃
公
害
課

に
備
え
て
あ

り
ま
す
。
 

採
用
の
分
に

は
賞
を
贈
り
ま

す
。
 

声
の
で
る
ゴ
ミ
箱
は
ゴ

ミ
を

入
れ
た
と
き
に
大
樹
が

語
り
、
 

み
ど
り
の
葉
の
中
か
ら
野
鳥
が

さ
え
ず
り
、
ま
ち
行
く
人
々
の

気
持
を
明
る
く
し
よ
う
と
い
う

ね
ら
い
で
す
。
 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 
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	 53年度 「成人大学講座」 
	 ふるってご参加を 

市中央公民館では、53年度の「成人大学講座」 を開設してい 

ます。 

申込者以外でも受講できますので、ふるって参加して下さい。 

ロ開講時間 午後1時から 3 時まで。 

ロ開設場所 市中央公民館 

日程は次のとおりです。 

回
  

期 日 曜
  

学 習 主題 講 師 

3
  

8 月26日 土
  

津軽の風土と文字 
青森中央短大 
図 書 	館 長 
小 野 正 文 

4
  

9 月 2日 土
  

津軽農業の将来にっいて 
弘大農学部教授

田 辺 良 則 

に
J
  

9 月16日 土
  

日本経済の将来にっいて 
東奥日報社論説 
副 委 員 長 
小 川 勝 次 

6
  

9 月22日 金
  

食生活と保健にっいて 
五所川原保健所長 

高 松 	功 

7
  

10月 5日 木
  

成人病と予防にっいて 
西北病院副院長

山 形 明 義 

8
  

10月14日 土
  

五所川原市の生い立ちと

文化財にっいて 

津軽考古学会 

9
  

10月26日 木
  

五所川原市の将来の展望 
五所川原市長

寺 田 秋 夫 

10 11月11日 土
  

反省会、修了式 

また、次の日程で巡回による診査も行いますので、どちらか

で必ず受けるようにして下さい。 

期 日 時 	間 場 所 区 	域 

8
 
8
 
8
 

8
 
8
 
8
 
8
 
8
 

8
 
9
 
9
 

9
 
9
 
9
  

13: 00-14: 00 所
 
館
 
館
 

館
 
所
 

館
 
館
 
館
 
館
 

館
 
館
 
寺
 
所
 
家

毘
 
長
 

福
 
広
 
湊
 
梅
 

中
 

中
 
金
 

前
 
戸
 
松
 
石
 
森

洲
 
割
 
祉
 
町
 
集
 
町
 
和
 

ル
 
町
 

叫
 
和
 
琳
 
晦
 
‘
  

鵬
 
眼
 
会
 

眼
 
会
 

」
 
眼
 
眠
 
眠
 
瞬
 

眼
 
畔
 
瞬
 

の
 

毘沙門 

14: 00-15 : 00 長富 

13: 30-iS : 00 下平井町、尻無、桃崎、 
大刀打、一野坪 

13 : 00-14 : 00 広田、七ッ館、浅井、 
稲実 

14: 00-16: 00 湊、姥落、千鳥町、 
猫測、三ッ谷 

25252829293030
31

316 

 

13: 00-14: 00 梅田 

13: 00-15 : 00 中泉 

13 : 00-15 : 00 桜田、田川、中泊、 
川山、種井、沖飯詰 

14: 00-15: 00 
田中、宮田、悪戸、 
川代田、野崎、金山 

13 

13: 30-14 :30 前田野目 

7 
 

13: 30-14: 30 戸沢、平町 

8 
 

13: 30-15: 00 松野木、福岡、若山 

8 

 

13: 30-14 :30 石田坂 

13: 00-15: 00 新宮町、新宮団地、 
中川、長橋 

-―無料、健康診査を実施 
	対象は、65歳以上の方 

老後のしあわせは、健康が第一です。しかし、当市のお年寄

りは、一般の人々の 2 .5倍医者通いをしているといわれます。 

病気になったら医者に診てもらうのは結構ですが、その前に

普断から体に注意し、ときどき健康診査を受けることが大切で

す。 

市では、今年も65歳以上のお年寄りを対象にミ無料健康診査， 

を行いますので健康な方、病院通いの方ももれなく診査を受け

るようにして下さい。 

．実施期間 8 月24日から 9 月16日まで。 

（午前10時から午後 3時まで） 

■診査の際 市発行の「受診券」 を窓口に出して下さい。 

対象の皆さんは、それぞれ都合のよい場所で診査を受けて下

さいo 

実施場所は次のとおりです。 

田
 
元
 新
 
弥
 
弥
錦
雛

敷
中
中
 

町
 
町
 
町
 
町
 
町
 
町
町
 
町
町
 
町
 

 

ー
井
 
”
平
 

対馬内科医院 本
 
旭
 
旭
 
松
柏

飯
鶴
 
神
羽
高

町
 
町
 
町
 
町
 
町
詰
岡
 
山
 
沢
 野

島
 
原
 
ケ
 
琳
 

森 田 医院 

カク小児科内科 復明堂医院 

増 田 病 院 江 渡 医院 

荘司内科医院 木村内科医院 

佐藤内科医院 

中村内科医院 

兼平内科医院 

森内科医院 

松 野 医院 

三好診療所 

川崎胃腸科 長橋診療所 

佐々 木医院 阿 部 医 院 

白生会胃腸病院 山 口 医 院 



個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
 

八
月
三
十
一
日

（
第
一
期
分
）
で
す
。
 

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
組
合
を
通
じ
 

て
納
め
て
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

8 月29日・30日 五小学区 

8 月31日 みどり町・三好・栄・毘沙門地区 

9 月1日 七和・長橋・中川地区 

9 月 5 日 松島団地・松島地区 

9 月 6 日・7 日 南小学区 

9 月20日 飯詰・梅沢地区 

恵
ま
れ
な
い
人
々
に
と
 

益
金
を
持
ち
寄
る
 

五
所

川
原
照

秀
会
 

”お子さんを丈夫に、3歳児の健康診断，, 
A対象幼児 昭和49年4 月2 日から昭和50年4 月1日 

までに生まれた幼児 

▲母子手帳 必ずご持参下さい。 

▲受付時問 午後1時から午後 2時まで 

A健診会場 市中央公民館 

地区別の日程は次のとおりです。 

暑
さ
に

も
負
け
ず
 

身障者の体育大会 

新
舞
踊
の
集
い
で
あ
る
五
所

川
原
照
秀
会
（
会
員
十
八
人
）
 

は
七
月
二
十
四
日
、
恵
ま
れ
な

い
人
た
ち
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
十
一
万
八
百
六
十
円
を
寺
田

市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
三
日
、
市
民
文
化

会
館
で
開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

シ
ョ
ー
の
益
金
と
あ
ゆ
み
の
箱

の
募
金
を
持
ち
寄
っ
た
も
の
で

す
。
 

第
四
回
 

五
高
音
楽
部
 

定
期
演
奏
会
 

ロ
と
き
 
八
月
二
十
六
日

（
 

土
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

ロ
入
場
 
無
料
 

釜
蒐
さ
ん
 

金
一
封
 

市
内
川
端
町
の
釜
落
高
子
さ

ん
は
こ
の
ほ
ど
、
市
教
育
振
興

会
の
基
金
に
と
金

一
封
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

さ
き
ほ
ど
亡
く
な
っ
た
夫
孝

さ
ん
の
香
典
返
し
で
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

、
ノ
、く
ノ
、
ノ、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、く
ノ
、
く
ノ
、
ノー
 
！
 

市
で
は
、
五
十
三

年
度
の
成
人
式
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
対
象
者

は
、
昭
和
三
十
三
年

に
生
ま
れ
た
方
で
す

の
で
、
該
当
す
る
方

は
ぜ
ひ
出
席
し
て
下

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八
月
一
一

十
日

（
日
）
午
後
一

時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

な
お
、
通
知
も
れ
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
市
教
育
委
員
会
‘
 

社
会
教
育
課

（
丑④
三

一
九
一
一

番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

液
化
石
油
ガ
ス
法
施
行
規
則

の
改
正
に
伴
い
、
県
内
の
全
L
 

P
が
ス
消
費
設
備
を
七
月
一
日

か
ら
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
の
二
年
間
で
総
点
検
し
ま
す
。
 

こ
の
点
検
は
、
L
P
ガ
ス
販

売
店
、
ま
た
は
保
安
セ
ン
タ

ー
 

が
法
的
な
義
務
と
し
て
行
う
も

の
で
す
が
、
便
利
な
L
P
ガ
ス

と
し
て
使
う
た
め
の
安
全
確
保
 

上
重
要

な
点
検
 

で
す
。
 

L
P
ガ
ス
事
故
の
防
止
と
総

点
検
の
完
全
実
施
の
た
め
に
、
 

L
P
ガ
ス
の
消
費
者
は
、
点
検

の
た
め
調
査
員
が
家
庭
を
訪
問

し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
協
力
し
て

下
さ
い
。
 

主
な
点
検
内
容
は
、
 

 
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

ロ
配
管
を
気
密
試
験
し
、
次

の
場
合
は
交
換
が
必
要
で
す
。
 

⑥
漏
え
い
個
所
の
あ
る
配
管

⑥
使
用
量
に
対
し
、
細
す
ぎ

る
配
管
 

⑥
腐
し
よ
く
の
甚
し
い
配
管

ロ
調
整
器
 

調
整
器
は
、
L
P
ガ
ス
供
給

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
の
で
、
 

点
検
で
異
常
の
あ
る
場
合
は
、
 

ロ
風
呂
場
等
の
煙
突
と
給
気

口
 風

呂
場
、
湯
沸
器
等
に
煙
突

と
給
気
口
が
つ
い
て
い
る
か
点

検
し
ま
す
。
 

ロ
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、
ホ

ー
ス

バ
ン
ド
、
三
つ
ま
た
、
コ
ッ
ク

＠
未
使
用
コ
ッ
ク
に
ゴ
ム
キ
 
 

ャ
ッ
プ
が

つ
い
て
い
る
か
点
検

し
ま
す
。
 

＠
ゴ
ム
管
に
は
、
必
ず
ホ
ー
 

ス
バ
ン
ド
を
つ
け
ま
す
。
 

⑨
三
つ
ま
た
を
使
用
し
て
い

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
 

＠
ゴ
ム
管
が
抜
け
や
す
く
な

い
か
調
べ
ま
す
。
 

点
検
の
結
果
、
消
費
設
備
の

基
準
に
合
わ
な
い
も
の
、
事
故
 

発
生
の
原
因

に
な
る
も
の
 

は
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

L
P
ガ
ス
消
費
者
は
、
点
検

の
結
果
を
調
査
員
に
十
分
説
明

し
て
も
ら
い
、
改
善
が

必
要
な

も
の
は
、
L
P
ガ
ス
販
売
店
と

相
談
し
、
早
め
に
改
善
を
し
て

下
さ

い
。
 

第
十
二
回
、
市
身
体
障
害
者

体
育
大
会
は
、
七
月
三
十
日
岩

木
川
原
の
第
一
高
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
お
よ
そ
八
十
人
の
選
手
、
 

家
族
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
焼
け

つ
く
よ
う

な
暑
さ
で
、
出
場
し
た
選
手
た

ち
も
汗
に
ま
み
れ
て
び

っ
し
ょ

り
。
 

直
線
の
百
H
ト
ラ
ッ
ク
で
せ

ん
べ
い
食
い
や
タ
バ
コ
の
火
つ

け
、
車
イ
ス
競
走
な
ど
が
行
わ

れ
、
体
の
不
自
由
に
も
め
げ
な

い
カ
走
ぶ
り
に
盛
ん
な
声
援
が

と
ん
で
い
ま
し
た
。
 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和53年（1978年）8 月15日 “29号） ⑥ 

ミ成人式ぐは20日です 
昭和33年生まれが対象 

L
P
（
プ
ロ
パ
ン
）
ガ
ス
設
備
を
総
点
検
 

取
り
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

は
改
善

」
 

●
 

、
 

．
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 


